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エコ環境都市をめざして　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て

　

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
以

下
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
世

界
の
平
均
気
温
は
、
過
去
１
０
０
年
で
０
・

74
℃
上
昇
し
、
特
に
日
本
で
は
約
１
・
０
℃

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
近
年
、
平

年
に
比
べ
て
極
端
に
気
温
の
高
い
“
異
常
高

温
”
の
発
生
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
地
球
温
暖

化
現
象
の
原
因
と
し
て
、「
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
の
上
昇
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
地
球
表
面
の
熱
を

地
球
の
外
（
宇
宙
空
間
）
へ
逃
が
さ
な
い
役

割
を
果
た
し
て
い
る
気
体
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
球
表
面
に
熱
が
た
ま
り
、
地

球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素

や
メ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
人
間
活
動
に
お
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
化
石
燃
料

を
消
費
す
る
こ
と
で
、
大
量

に
発
生
し
ま
す
。
18
世
紀
に
イ

ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
産
業
革

命
以
前
と
比
べ
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
は
、
約
35
％

増
加
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
何
も
対
策
を
と
ら
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
続
け
地
球
温
暖

化
が
進
み
、
熱
波
や
集
中
豪
雨
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
る
と
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

抑
制
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
市
役
所
の
事
業
活
動

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
調
査
し
ま

し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
役
所
の
事
業
活
動
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
、
５
，４

２
３
ｔ
で
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
度
の
市
全

体
の
ご
み
処
理
量
（
約
７
５
０
０
ｔ
）
の
約

70
％
に
相
当
す
る
量
で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
別
の
排
出
量
で
は
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
最
も
多
く
約
95
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
等
別
で
は
、
電

気
の
使
用
に
お
け
る
排
出
量
が
約
80
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
や
電

気
の
使
用
に
よ
り
発
生
す
る
た
め
、
市
で
は

今
後
も
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　
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市
役
所
の
事
業
活
動
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

表1　勝山市役所の事業活動における
　　　　　　　　　　温室効果ガス別排出量

表2　勝山市役所の燃料等別温室効果ガス排出量

温室効果ガスの種類 温室効果ガス排出量（ｔ）

二酸化炭素（ＣＯ2） 5,173

一酸化窒素（Ｎ2Ｏ） 171

メ　タ　ン（ＣＨ4） 78

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ） 1

合　　　　計 5,423

活　動　項　目 温室効果ガス排出量（t）

電　　　　　気 4,355

灯　　　　　油 274

Ａ　　重　　油 271

下　水　処　理 244

軽　　　　　油 104

ガ　ソ　リ　ン 101

液化石油ガス（ＬＰＧ） 69

自 動 車 走 行 4

そ　　の　　他 1

合　　　　計 5,423

二酸化炭素（CO2）
95.4%

電気　80.6%

ハイドロフルオロカーボン
        （HFC）0.1%

その他 0.1%

灯油
 5.0％

Ａ重油
 4.9％

下水処理
4.4％

軽油 1.9％

自動車走行 0.1％

液化石油ガス（ＬＰＧ）
　　　　　　　1.2％

ガソリン 1.8％

メタン（CH4）1.4%一酸化窒素
（Ｎ2Ｏ）
3.1%

図1　ガス別排出量の割合

図２　燃料等別ガス排出量の割合

　この夏、勝山市が今年度から始めた合宿費補助を利用して、多くの学生が、
勝山で宿泊し、各地で合宿を行いました。
　また、昨年に市と包括的相互協力協定を結んだ関西学院大学からも、インター
ンシップやイベント参加のために、多くの学生が勝山を訪れました。

勝
山
の
魅
力
を
県
外
の
若
者
に

　

今
年
度
か
ら
、
県
外
の
大
学
生
な
ど
を
対

象
に
、
市
内
の
宿
泊
施
設
を
使
っ
て
合
宿

す
る
団
体
に
対
し
て
、
１
人
あ
た
り
１
日

１
０
０
０
円
を
補
助
す
る
「
学
生
合
宿
誘
致

事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

勝
山
に
宿
泊
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
県
外

の
若
者
に
勝
山
の
魅
力
を
伝
え
、
将
来
的
に

は
合
宿
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
と
し
て
も
勝

山
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
半
年
で
昨
年
の
５
倍
以
上

　

９
月
末
現
在
で
の
宿
泊
延
べ
人
数
は
、

４
４
９
５
人
で
、
昨
年
１
年
間
の
合
宿
者
と

比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
５
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

合
宿
を
行
っ
た
団
体
は
、
京
都
大
学
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
関
西
学
院
大
学
女

子
ラ
ク
ロ
ス
部
な
ど
、
関
西
方
面
の
大
学
が

多
く
、
活
動
内
容
も
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活

動
か
ら
能
楽
や
ゼ
ミ
な
ど
、
幅
広
い
も
の
で

し
た
。

　
合
宿
施
設
の
充
実
を

　

し
か
し
、
市
内
で
宿
泊
す
る
も
の
の
、
活

動
す
る
た
め
の
体
育
施
設
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
半
数
近
く
の
団
体
が
近
隣

市
町
の
施
設
を
使
っ
て
練
習
や
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
の
体
育
施
設
だ
け
を
使
っ

て
十
分
に
合
宿
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
で
市
民
と
交
流

　

８
月
７
日
、
合

宿
中
の
関
西
学
院

大
学
女
子
ラ
ク
ロ

ス
部
と
市
民
約
20

人
が
、
ラ
ク
ロ
ス

を
通
し
て
交
流
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
学

生
か
ら
ラ
ク
ロ
ス

の
ル
ー
ル
や
基
本

的
な
動
作
を
学
び
、
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
行
っ
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

　
　
　

主
将　

山
田
温
子
さ
ん
の
話

　
「
昨
年
も
勝
山
で
合
宿
し
、
そ
の
と
き
も

交
流
会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
あ
い
に
く
天

気
が
悪
く
て
、
体
育
館
で
行
う
こ
と
に
な
り

残
念
で
し
た
。
で
も
今
年
は
天
気
も
良
く
て
、

外
で
思
い
っ
き
り
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
勝
山
で
合
宿
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。」

関
西
学
院
大
学
と
の
交
流

　

８
～
９
月
に
か
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
就
業
体
験
）
に
参
加
す
る
た
め
、
同
大

学
の
学
生
12
人
が
勝
山
を
訪
れ
、
約
１
週
間
、

夏
祭
り
準
備
や
広
報
紙
の
作
成
な
ど
市
役
所

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、夏
の
恒
例
行
事
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
in
勝
山
」
も
行
わ
れ
、同
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
学
生
と
市
内
の
小
学
生

が
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
を
通
し
て
交
流
し
ま

し
た
。

交流の様子

インターンシップの様子

ワンダーフォーゲル in 勝山の様子

提供：全国地球温暖化防止活動推進センター

勝山を学生のフィールドに

山田温子さん


